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援
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一
、
緒

三
、
子
貧
困
砲
の
形
成
と
温
度
と
の
聞
係

-ztiti--
園
高

嗣
阪
及
び
細
肢
の

am--ZEal--fizz---・四回
E

て
緒

雷

近
時
椎
茸
の
栽
培
が
非
常
に
盛
ん
に
な
り
殊
に
純
特
培
養
菌
糸
の
植
付
に
依
る
方
法
が
行
は
れ
る
様
に
た
っ
て
共
の
栽
培
法
が
甚
だ
簡
易

化
さ
れ
る
と
共
に
必
要
に
感
じ
て
随
時
に
茸
を
資
生
せ
し
め
梼
木
の
経
済
的
利
用
を
高
む
る
等
、
其
の
栽
培
技
術
に
一
段
の
改
良
進
歩
が
行

は
れ
た
。
椎
茸
の
栽
培
に
嘗
り
直
接
之
と
関
係
す
る
温
度
、
漁
度
並
に
光
緯
等
自
然
保
件
は
茸
の
費
生
紙
態
に
至
犬
の
影
響
を
及
ぼ
す
事
は

明
か
で
あ
る
・
渦
度
の
調
節
は
浸
水
叉
は
瀧
水
共
他
の
方
法
に
よ
り
て
行
ふ
が
温
度
並
に
光
線
の
調
節
に
就
い
て
も
周
囲
の
紋
態
の
費
化
、

或
は
椅
木
の
移
動
等
に
注
意
す
れ
ば
可
能
な
部
分
が
多
く
、
之
に
よ
り
て
茸
の
費
生
量
を
抽
唱
す
事
は
必
や
し
も
困
難
た
と
と
で
は
な
い
.
自

椎
茸
・
の
子
賞
値
幅
形
成
と
議
官
暗
加
出
に
光
線
と
の
聞
係
に
就
い
て

ハ
漫
画
開
V

四コ一
一-一



権
奪
の
子
賞
値
形
成
と
温
度
盛
に
光
線
と
の
鯛
係
に
就
い
て

ハ建国軍
V

四
三
回

然
紋
態
に
於
℃
椎
茸
は
主
と
し
℃
春
秋
の
二
季
に
費
生
し
、
共
の
他
の
時
季
に
は
費
生
は
少
念
い
が
此
等
の
時
期
に
も
春
秋
と
近
い
気
候
鎌

件
に
置
く
事
に
よ
り
随
時
費
生
せ
し
め
る
事
が
出
来
れ
ば
柵
木
を
有
効
に
利
用
し
得
る
課
で
あ
る
。
斯
う
し
た
慰
に
闘
す
る
賓
験
研
究
結
果

の
報
告
さ
れ
た
鞠
は
殆
ん
ど
な
い
。
夫
故
著
者
は
奪
の
費
生
と
温
度
並
に
光
線
の
閥
係
に
就
い
て
少

L
ぐ
賓
験
を
試
み
た
。
未
だ
充
分
で
た

い
が
共
の
結
果
の
概
要
を
裁
に
報
告
す
る
。
本
質
験
施
行
に
嘗
り
試
融
材
料
を
選
付
さ
れ
た
新
見
餐
林
署
長
に
劃
し
て
謝
意
を
表
す
る
・

-
一
、
供

言式

料

材

本
質
験
に
供
用
し
た
楊
木
は
第
一
回
賓
肢
は
新
見
響
林
署
部
内
洞
谷
圃
有
林
に
於
て
、
昭
和
二
二
年
四
月
鋸
屑
純
斡
培
養
菌
糸
を
植
付
け

伏
込
み
、
同
年
秋
之
を
栂
起
し
乞
し
た
る
健
の
菌
糸
の
費
育
蔓
延
良
好
に
し
て
未
だ
茸
の
費
生
を
認
め
ぬ
檎
材
の
も
の
で
あ
っ
た
。
植
付
け

た
菌
糸
は
賞
研
究
室
で
交
回
し
た
、
第
一

O
二
二
、

一
O
八
一
、

一
O
一二
一
二
、
一
一

O
入
、
及
び
一

O
一
七
系
菌
で
あ
る
・
共
に
第
二
回
貰

験
に
供
用
し
た
物
は
営
研
究
室
に
於
て
昭
和
一
四
年
三
月
純
特
培
養
菌
糸
堂
植
付
け
た
菌
糸
の
蔓
延
の
良
い
、
子
賞
恒
の
未
だ
費
生
せ
ざ
る

楕
木
で
あ
っ
た
。
後
者
の
植
付
に
使
用
し
た
種
菌
は
首
研
究
室
で
育
成
の
第
一
一
一
一
一
系
菌
〈
〉
∞
×

z
g
で
あ
っ
た
。

-
品
、
子
賞
慢
の
形
成
£
温
度
志
の
関
係

ハ一
U

験

第

賓

〈

1
)

賓
験
の
方
法

・
第
一
回
貰
験
は
前
記
新
見
瞥
林
署
よ
り
迭
付
の
末
ロ
直
径
五

l
八
輝
の
栂
木
を
、
雑
菌
の
侵
入
、
或
は
菌
糸
の

蔓
延
不
良
な
部
分
を
験
全
長
さ
二

O
橿
に
小
切
り
、
之
を
一
二
時
間
清
水
に
浸
し

τ後
打
木
衝
動
を
興
へ
た
。
共
後
直
ち
に
高
さ
二
一
一
一糎、
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縫
茸
の
子
賞
圃
田
形
成
と
温
度
血
に
光
線
と
の
関
係
に
就
い
て

直
僅
↓
了
五
糎
の
硝
子
標
本
瓶
に
入
れ
蓋
を
ぜ
ボ
其
の
俊
各
種
温
度
の
定
温
器
に
移
し
て
子
賞
僧
形
成
の
有
無
を
観
察
し
た
。

(

軸

陣

織

)

四
一
ニ
六

右
併
用
の

.
槽
木
は
前
記
五
系
統
の
椎
茸
菌
糸
を
植
付
け
た
槽
本
が
偏
頗
な
く
各
温
度
に
行
き
亙
る
様
五
本
宛
の
組
と
し
た
。
定
温
器
は
何
れ
も
光
線
の

射
入
を
断
ち
、
温
度
は
機
民
五
、

一O
、
一
五
、
ニ

Q
、
二
回
及
び
ニ
七
度
の
六
階
般
と
・
な
し
た
。
二
回
及
び
二
七
度
の
定
温
器
は
楠
々
乾

き
易
き
故
、
槽
木
に
は
一
週
間
に
二
回
撒
水
し
乾
燥
を
防
ぐ
程
度
に
漁
指
摘
を
興
へ
た
。

〈

2
v
賞
験
の
結
旧
来

昭
和
一
五
年
四
月
八
日
に
上
記
貧
験
を
開
始
し
一
週
間
及
び
三
週
間
後
に
共
の
子
賞
値
費
生
の
如
何
を
観
察
記

録
し
た
。
勿
論
蛮
生
の
程
度
は
茸
の
始
原
簡
が
樹
皮
を
破
り
梢
k

薗
形
を
露
出
す
る
に
至
り
た
る
を
以
っ
て
其
の
本
教
と
し
た
.
共
の
結
果

は
第
一
表
に
示
し
た
慮
で
、
揖
氏
一

O
度
か
ら
二

O
度
に
於
て
蛮
生
じ
、
共
の
最
遁
温
度
は
』
五
度
内
外
な
る
物
の
如
く
、
此
の
祖
度
で
最

も
良
く
費
生
し
た
.
五
度
以
下
或
は
二
四
度
以
上
は
茸
の
稜
生
に
不
誼
嘗
の
如
生
、
本
質
験
の
範
囲
で
は
茸
の
費
生
が
な
か
っ
た
。

本
質
験
は
第
一
貫
験
と
同
様
な
方
法
で
行
仏
、
首
研
究
所
栽
培
の
槽
木
を
周
ひ
た
.
温
度
は
蝿
輔
氏
五
、

七
、
及
び
一
二
O
度
の
七
階
紐
と
な
し
、
各
温
度
で
の
供
試
本
数
は
五
本
と
し
た
。
二
四
度
以
上
は
漁
気
一を
保
つ
程
度
に
一
週
二
回
撒
水

L

一O
、
一
五
、
二

O
、
二
四
、
二

(二一〉

質

験

第

た
。
斯
し
て
二
週
間
後
に
子
賓
慌
の
費
生
数
を
検
し
た
の

第
二
回
賓
験
に
於
い
て
は
第
二
三
系
菌
な
る
単
一
系
統
の
菌
赫
を
植
付
け
た
槽
木
を
用
ひ
た
か
ら
、
第
一
貫
験
の
如
〈
系
統
に
よ
る
差
異

は
無
い
筈
で
あ
お
。
共
の
結
果
は
第
二
表
及
び
第
一
闘
の
如
く
で
第
一
賓
験
と
同
様
一

O
度
か
ら
二
四
度
に
於
い
て
叢
生
す
る
が
、

一
五
度

及
び
二

O
h肢
に
て
は
既
に
菌
傘
の
聞
い
た
形
の
整
っ
た
茸
が
生
じ
た
が
、

一
O
度
に
て
は
温
度
の
梢
k

低
い
詩
か
始
原
惜
の
憧
で
遅
々
と
し

て
費
育
の
の
ろ
い
所
謂
幼
茸
が
多
か
ワ
た
。
二
七
度
以
上
で
は
乾
燥
が
俳
ふ
の
で
全
く
護
育
を
認
め
な
か
9
先。



第二表権奪子賓慢の形成と温度との閥錦、(賓験第二〉

2週間後の各温度に於ける子賞糧費生数

民諜
第 23系薗 CA6xN2) 

設住敏

1 I 2 I 3 I 4 I 5 
合 計

本 本 本 本
幼鷲 。 1 o I 0 。 1 

5 成茸 。。。。。。
合計

。 1 。。。 1 

幼茸 2 3 1 3 。 9 

10 成茸 。。。。 1 1 

合計 2 3 1 3 1 10 

幼茸 。。 3 1 4 8 

15 成茸 1 3 2 。 3 9 

合計 1 3 5 1 7 17 

幼鷲 2 1 。 1 1 5 

20 成主奪 。 3 1 。。 4 

合計 。 4 1 1 1 9 

幼茸 。 3 。。 1 4 

24 成茸 。。。。 1 1 

合計 。。。。 2 5 
‘ 

幼茸 。 。。。
'zl 成茸 。。。。。。

合計 。。。。。。

幼主草 。。。。。。
30 成茸 。。。。。。

合 計 。。。。。。

《
コ
一
〉

結

漫育種目E幼茸は鎗原陣、成茸は箇@のlBeに開ぎたるを示す・備考

は
一
五
度
内
外
と
見
る
の
が
至
嘗
の
様
で
あ
る
。
従
っ
て
本
著
者
の
曇
に
報
告
し
た
椎
茸
菌
締
の
護
育
に
適
す
る
温
度
よ
り
も
四

i
五
度
低

之
一
を
要
す
る
に
椎
茸
子
賞
檀
形
成
に
遁
賞
な
温
度
は
、
大
胆
趨
氏
五
度
乃
至
二
四
度
の
範
圏
内
で
就
中
一

O
f
ニO
度
が
良
く
最
溺
温
度

く
範
囲
も
狭
い
様
で
あ
る
。
〈
西
門
・
山
内
昭
和
一
O
、
農
事
研
究
二
五
・
四
七
回

l
五
O
五
参
照
)

椎
茸
の
子
賞
鰻
形
成
と
温
度
砲
に
光
線
と
の
聞
係
に
就
い
て

四
三
七

ハ
強
鰻
)



権
奪
の
子
賞
岨
思
形
成
と
温
度
抽
出
に
党
線
と
の
聞
係
に
撹
い
て

〈
抽
庫
副
担
)

同
三
八

回
、
手
責
慢
の
形
成
£
光
線

εの
関
係

贋
江
博
士
は
共
遺
骨
聴
問
薗
車
製
研
究
に
於
て
菌
草
と
日
光
に
劃
す
る
特
性
に
基
い
℃
好
日
性
、
嫌
目
性
、
好
嫌
中
日
性
輩
の
コ
一
群
に
頬
別

す
る
事
を
記
述
し
、
菌
草
の
栽
培
に
賞
り
で
は
先
づ
栽
培
せ
ん
と
す
る
菌
草
が
日
光
を
必
要
と
す
る
か
否
か
を
究
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

居
る
。
而
し
て
民
は
充
分
菌
赫
の
費
育
し
た
槽
木
を
描
集
を
奥
へ
て
暗
黒
に
保
っ
た
物
は
殆
ん
ど
子
賓
館
を
護
生
せ
や
褒
生
す
る
も
共
稜
盆

長
を
稽
積
す
る
と
と
た
く
晦
散
す
る
も
の
多
き
に
反
し
日
光
の
透
射
を
闘
っ
た
物
は
多
数
の
子
賞
慢
を
費
生

L
共
後
生
長
を
穂
積
し
大
帝
の

も
の
と
な
っ
た
と
記
る
し
て
居
る
。

著
者
等
此
黙
に
就
き
て
明
か
に
す
る
必
要
を
認
め
て
本
賓
胎
宣
行
。
た
。

〈

一

〉

賓

験

第

〈

1
v

資
験
の
方
法

子
宮
値
形
成
と
温
度
と
の
聞
係
の
第
一
回
賓
胎
K
供
用
し
た
と
同
様
の
材
料
で
、
雑
菌
の
混
入
な
き
練
五

T
A

艇
の
の
も
の
を
長
さ
ニ

O
艇
に
小
切
り
た
る
槽
木
を
併
用
し
た
。
之
を
情
水
中
に
一
二
時
間
浸
水
し
て
大
形
シ
ャ
ー
レ
に
立
て
か
け
、
芳
三

三
極
商
品
』
大

O
糎
の
方
形
の
冊
子
箱
に
保
っ
た
。

此
の
硝
子
箱
は
明
、
晴
各
一
個
室
供
用
し
、
前
者
は
壁
が
普
通
の
磨
硝
子
で
散
光
を
遁

し
、
後
者
准
壁
が
黒
色
硝
子
の
箱
に
念
の
潟
に
更
に
周
閣
に
黒
布
を
被
ひ
光
の
透
入
を
遮
っ
た
1

日
光
の
直
射
が
無
い
か
ら
略
室
温
と
免
る

官
や
が
出
来
る
が
念
の
た
め
に
共
の
各
箱
の
内
部
に
は
自
記
審
暖
計
b
E

装
置
し
て
夫
k

賓
験
期
間
中
の
温
臨
時
を
記
録
レ
た
・
共
の
詑
録
か
ち
賓

験
期
間
中
の
温
度
を
書
き
出
す
左
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。

右
第
『
周
貨
臓
の
範
闘
で
は
噌
所
が
平
均
叶
対
・
九
度
、
明
所
が
↓
五
・
二
度
で
噌
所
は
僅
か
に
高
い
精
巣
に
た
A
d

て
居
る
が
、
前
に
温
度



椎茸子賞纏形成之光線との閥係試験施行中の硝子箱内の温度

買邑 一 回 寅 験 第 一 回 曹E 駿一
1昭5年 明 所 暗 所 1昭6年 明 所 暗 所

用日 量量低最高平均 量量低最高卒均 月日 音量低忌高苧均 責主低最高平均

4周 4)3 
8日 14.0 17.0 15.2 15.5 16.5 16.7 11日 13.0 16.0 14.9 13.5 19.0 15.3 

9 11.5 17.0 14.5 12.0 17.0 14.9 12 14.5 17.5 15.8 14.5 17.0 15.9 

10 7.0 16.0 12.0 8.5 17.0 13.2 13 11.5 15.0 13.5 12.0 15.0 13.8 

11 9.0 19.5 14.7 11.0 2D.0 15.9 14 11.5 15.0 13.5 12.0 14.8臼.5

12 11.0 19.0 15.6 13.0 19.5 16.8 15 14.0 .17.5 16.0 13.5 17.0 15.8 

13 14.0 19.5 16.5 16.0 20.0 17.7 14.5 19.2 16.9 15.3 19.0 17.3 
. 

14 11.0 16.0 14.5 10.5 17.0 13.8 16.0 19.5 16.8 16.5却.016.0 

15 9.0 14.5 11.6 17.0 22.0 19.4 12.0 21.0 16.7 

16 9.0 17.5 13.3 10.0 18.0 14.0 19 14.0 19.0 16.5 14.0 16.0 15.7 

17 10.0 20.5 15.0 12.0 21.0 17.1 
1lm 21 

14.5 16.5 16.3 14.8 16.0 16.2 

18 12.0 20.5 1ふ3 14.0 21.0 16.2 14.0 16.3 16.2 14.5 18.0 16.3 

19 13.0 19.5 16.3 15.0 20.0 17.6 n 13.5 16.0 15.9 14.3 16.0 16.1 

aJ 12.0 20.0 16.0 14.5 20.5 17.5 忽 12.5 17.5 14.8 14.0 17.5 15.6 

a 13.0 16.0 15.7 13.0 18.0 16.3 24 14.0 19.0 17.5 13.8 18.0 15.8 

22 1L5 15.0 12.9 12.0 16.5 16.9 

お 9.5 16.5 14.0 

24 12.0 20.0 16.0 14.0 20.5 16.8 

25 13.0 20.0 16.7 15.0 22.0 16.7 

26 14.0 19.0 16.7 17.0 22.5 aJ.O 

zl 13.0 23.5 18.] 15.5 23.0 19.6 

28 14.5 20.0 17.1 14.0 aJ.O 17.3 

29 12.0 16.5 15.1 12.0 18.5 16.8 

E~! 11.6 16.6 15.2l1.3.3 1…9 |即時116.1 113.9 17.9瓜O

第三表

権
奪
の
子
貫
録
形
成
と
温
度
車
に
光
線
と
の
聞
係
に
就
い
て

円
漫
画
開
)

四
三
九



催
奪
の
子
賓
惚
形
成
と
温
度
砲
に
党
像
と
の
町
係
に
就
い
て

の
影
響
に
就
い
て
記
述
し
た
結
果
の
示
す
如
く
で
、
之
だ
け
の
温

度
の
差
は
、
茸
の
費
生
に
は
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
は
思
は
れ
な

ぃ
。
而
も
共
の
温
度
は
茸
の
費
生
の
油
温
近
い
鹿
で
あ
る
か
ち
、

結
果
に
差
が
有
る
と
ず
れ
ば
、
温
度
の
影
響
を
考
慮
外
に
置
き
、

単
に
明
暗
の
影
響
の
表
は
れ
と
考
へ
ら
れ
る
.
本
賓
験
に
供
用
の

箱
の
内
部
は
乾
燥
す
る
傾
が
あ
る
の
で
楠
木
に
湯
気
を
保
た
し
む

る
掲
に
-V
ヤ

1
レ
に
少
し
ノ
九
水
配
容
れ
基
部
は
僅
か
に
水
に
債

し
、
叉
時
々
水
道
水
を
噴
霧
す
る
事
に
し
た
。
硝
子
箱
の
戸
の
開

聞
に
賞
り
で
は
内
部
に
光
の
透
入
せ
ぬ
様
注
意
し
た
.

《

2
〉

賢
験
の
結
果

上
配
の
如
き
方
法
で
昭
和
一
五
年
四

月
A
日
に
賢
験
を
開
始
し
一
週
間
及
三
週
間
後
に
茸
の
費
生
の
有

無
を
検
し
た
。
其
の
結
果
は
第
四
表
に
一
示
す
が
如
く
、
椎
茸
の
蛮

生
は
光
触
射
入
の
有
無
卸
ち
明
暗
に
は
殆
ん
ど
聞
係
た
く
暗
所
に

於
い
て
も
倫
良
く
費
生
し
て
居
る
。
表
の
上
で
見
る
と
金
憶
の
費

生
散
は
多
少
の
差
が
有
る
が
、
此
は
供
用
し
た
栂
木
の
個
別
差
に

(
相
風
岡
根
〉

陣
廊
。

椎王手子貰糧費生と光線との闘係

糊|噛刊誌1012系薗吋吋蹴系菌1
11団組 合愛生重計量

幼茸 2 5 1 3 4 15 
1週間

成主草 1 。 。 5 5 11 

明所

幼茸 。 1 。 。 。 l 
3週間

成茸 3 4 1 8 9 25 

一
幼主主 6 2 2 。 3 勾

1週間
成茸 。 5 。 。 。 5 

暗所

幼茸 。 。 2 。 2 
3週間

成茸 6 2 1 3 17 

貰験第一第四表

童書育程度〈幼lf)は始原館、〈成茸〉は成熟せる子賞瞳を示す備考



よ
る
ら
し
く
問
題
で
か
仏
く
、
明
暗
は
椎
茸
の
費
生
に
大
注
目
引
影
響
が
無
い
と
見
・
て
よ
い
様
で
あ
る
・

震育程度〈幼茸〉は始原艦、〈成茸〉は成熟せる子賓砲を示す

只
暗
所
で
費
生
し
た
茸
は
共
の
形
吠
不
整
で
、
菌
柄
が
徒
長
し
菌
傘
は
著
し
く
少
形
と
な
夕
、
共
表
面
は
極
め
て
淡
く
友
白
色
叉
は
殆
ん

も
波
厚
で
菌
傘
の
表
面
は
紫
補
色
を
帯
び
野
外
で
明
所
に
鷲
生
し
た
物
と
巣
ら
た

E
白
色
の
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
同
時
に
試
験
し
た
明
所
に
出
来
た
茸
は
、
椎
茸
特
有
の
形
献
で
菌
傘
も
大
き
く
柄
は
徒
長
せ
や
、
着
色

か
っ
た
。

〈一一》

貰

験

第

賞
大
原
農
業
研
質
所
で
昭
和
一
四
年
に
菌
糸
を
植
付
け
た
栂
木
堂
前
記
温
度
の

閥
係
の
賓
融
と
同
時
に
準
備
し
て
前
回
同
様
の
方
法
で
賓
敵
し
た
。

昭
和
一
六
年
四
月
一
一
目
、
上
記
の
方
法
で
賓
験
を
開
始
レ
二
週
間
後
に
調
査

し
た
結
果
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

第
五
表
の
結
果
に
よ
る
と
茸
の
費
生
数
は
、
前
回
と
は
逝
に
暗
所
の
方
が
儲
か

・
な
が
ら
多
く
、
明
所
の
一
五
本
に
封
し
暗
所
は
一
七
本
と
な
っ
て
居
る
。
然

t共

の
後
の
登
育
に
就
い
て
は
暗
所
で
は
始
原
簡
の
偉
で
傘
の
聞
い
た
茸
と
な
ら
な
い

も
の
が
多
く
、
傘
の
聞
い
た
物
五
本
に
封
し
聞
か
ぬ
物
一
二
本
と
云
ふ
割
合
に
た

っ
て
居
る
が
、
明
所
で
は
傘
の
聞
い
た
物
一
二
本
に
聞
か
た
い
物
三
本
と
一
宮
ふ
割

A
日
で
此
の
聞
係
は
完
く
逆
に
な
っ
て
居
た
.
菌
傘
表
面
の
錆
色
又
は
菌
柄
の
徒
長

催
奪
の
子
賞
恒
形
成
と
温
度
薗
に
光
線
と
の
翻
係
に
就
い
て

(
拍
車
線
〉

椎茸子賞煙護生と光繰との閥係

よ誤判 第 23 系菌 (A6xN2)
4設g除生歓光 線

1 2 3 4 
.計

本 本 本 2 本 3 本i;lJ 茸 。 l 。
明 所 成鷲 1 3 6 2 12 

合計 1 4 6 4 15 

幼主年 2 5 3 2 12 

暗所 成茸 。 。 2 3 5 

合計 2 5 5 5 17 

一 一 一一

賓属会第二第五表

問
問

備考



侵
奪
の
子
賓
岨
田
形
成
と
温
度
重
に
光
線
と
の
聞
係
に
続
い
て

〈
酷
庫
回
開
)

問
問

は
前
記
賓
胎
第
一
に
記
述
し
た
通
り
で
あ
る
・
《
第
二
闘
参
照
V

(
一

-
}
V

、
，，，
a
 

，r
 

結

之
を
要
す
る
に
本
管
験
の
結
果
で
は
党
総
の
有
無
卸
ち
明
暗
の
差
は
椎
茸
の
費
生
数
に
は
-
大
き
&
影
響
は
な
い
が
、
共
の
後
の
蛮
育
に
影

響
が
あ
る
・
明
所
マ
は
普
通
に
生
育
す
る
権
奪
が
暗
所
で
は
薗
柄
の
徒
憂
b
L
来
た
し
‘
菌
傘
の
形
成
が
悪
る
〈
、
叉
形
成
さ
れ
て
も
共
の
犬

さ
が
小
さ
く
、
共
の
表
面
の
着
色
が
淡
く
時
に
は
殆
ん
芝
白
色
の
事
が
る
宅
高
等
植
物
に
於
け
る
暗
中
槌
色
又
は
責
化

(
E
C
H
3
2
3

の
現
象
を
判
都
と
認
め
得
た
。

捕
し
贋
江
博
士
の
云
ふ
が
如
く
暗
黒
の
底
で
は
子
賞
惜
の
費
生
が
悪
る
く
、
費
生
し
て
も
生
長
を
糟
観
せ
や
腐
敗
し
去
る
と
い
ふ
事
賓
は

認
め
怠
か
っ
た
・
腐
敗
と
い
ふ
臨
は
多
少
共
傾
向
が
あ
る
と
し
て
も
楓
信
用
の
問
題
を
充
分
検
討
じ
た
上
で
な
い
と
判
然
と
は
言
へ
な
い
・

玉
、
摘

要

〈

一

v

本
報
告
は
椎
茸
子
賞
憧
形
成
に
及
ぼ
す
温
度
並
に
光
棋
の
影
響
に
つ
い
て
の
賓
験
結
川
市
で
る
る
。

《

一

一

}

子
賓
慢
聾
生
の
最
適
温
度
は
菌
糸
の
生
長
遁
温
よ
り
精
k

低
く
、

一
五
度
附
抵
で
あ
る
P

共
殻
生
は

}
0
1こ
凶
度
に
て
大
担
よ
く

一
O
度
で
は
茸
の
生
H

翼
賛
育
が
援
慢
で
あ
っ
た
・
叉
五
度
或
は
二
四
度
乞
隣
国
仲
と
し
夫
以
下
或
は
以
上
で
は
蛮
生
を
認
め
な
い
様
で
あ
っ

?と
2
2
v
 
子
賞
鱒
費
生
と
光
織
と
の
関
係
に
就
き
て
は
、
暗
所
中
に
於
い
て
も
、
適
温
遁
漁
汲
ら
ぱ
明
所
と
差
な
く
子
賃
値
が
よ
く
蜜
生
す

る
Ae

錯
し
共
形
吠
色
揮
は
共
に
多
少
釜
が
ゐ
り
、
暗
所
で
は
所
謂
質
化
又
は
暗
中
槌
色
〈
剛
円
2
0

由。S
2
3
の
現
象
が
認
め
ら
れ
た
。



圃

版

友

圃

版

の

設

明

第

権
茸
子
賞
慢
形
成
と
温
度
と
の
関
係
旗
開
成
績
。
筋
二
賀
駿
に
於
け
る
各
温
度
に
於
け
る
子
貧
恒
形
成
の
伏
般
を
示
す
。

後
茸
子
賞
恒
形
成
と
光
線
と
の
関
係
誠
厳
成
績
。
第
二
賓
験
に
於
け
る
明
暗
唱
同
所
の
子
園
圃
鰻
形
成
紙
由
明
。
右
は
混
光
せ
る
精
子
箱
左
は
磨
諭

凪

扇

ニ

圃

子
籍
。

篠
茸
の
子
育
園
8
形
式
と
温
度
砲
に
光
線
と
の
関
係
に
就
い
て

内
輪
庫
栂
〉

四
回



第一間

一書
掴
'

一

一
宮
町
山
宏
一

一

一
面
唱
府
二

一
面
E
B一二

五
畳

一

一官
邸

一

第二岡


